
アンケート調査報告書（概要版）

令 和 ５ 年 １ ２ 月 ２ ６ 日 開 催
第３回狭山市地域公共交通活性化協議会 資料３
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調査対象者 市内在住の15歳以上:2,000人

調査方法 郵送配布、郵送回収（Web回答も可）

調査時期 令和5年9月29日（金）～令和5年10月15日（日）

配布枚数 2,000枚

回収数 984票

回収率 49.2％
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＜移動状況＞
・移動先は、地区によって違いが見られる。
（ベルク狭山入間川店、ベルクベスタ狭山店、ヤオ
コー狭山店、ヤオコー入曽店、イオンスタイル狭
山など）
・週に１～２回、３～４回の外出が多く、
時間帯は、１０時台～１２時台の移動が多い。

＜公共交通の課題＞
・市内店舗への午前中に対する移動ニーズが高い状
況である。
・移動ニーズが高い時間帯に対して対応を検討して
いくことが必要となる。
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＜移動状況＞
・移動先は、地区によって違いが見られ、買物先以
上に多岐にわたる。
（入間川病院、さやま総合クリニック、大生病院、
至聖病院、埼玉石心会病院など）
・年に数回程度、月に数回程度の外出が多く、
時間帯は、９時台～１２時台の移動が多い。

＜公共交通の課題＞
・市内の各医療施設への午前中に対する移動ニーズ
が高い状況である。
・移動ニーズが高い時間帯と移動が多い医療施設に
対して対応を検討していくことが必要となる。
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＜利用状況＞
・茶の花号の利用者は少ない状況にある。
・堀兼地区、水富地区、新狭山地区は、他の地区
に比べて利用者が見られる。

＜不満点＞
・バス停までの移動が大変、目的地までのバスが
ない、日中の便が少ないなど
の不満点が見られる。

・全体的に運行ルート、運行時間帯、運行本数な
どの不満点が多い。
また、運行情報がわかりづらいとの声も見られ
る。

＜満足度＞
・満足とやや満足を合わせると２９．０％となっ
ており、不満とやや不満を合わせると
２１．７％となっている。
・入間川地区、狭山台地区は、他の地区に比べる
と満足度が高く、入曽地区、堀兼地区は他の地
区と比べると満足度が低い状況にある。
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回答数 回答数

病院 53 そよら武蔵狭山 2

買物 35 ベルクベスタ狭山店 2

駅 34 学校 2

狭山市駅 19 笹井方面 2

自宅 16 入間市方面 2

職場 15 講座・習いごと 2

スーパー 11 県外への外出 2

市役所 10 狭山台方面 2

入曽駅 7 根岸新道 1

外出時全て 7 市役所方面 1

新狭山駅 6 智光山方面 1

稲荷山公園駅 5 公共施設 1

入曽方面 5 所沢方面 1

その他商業施設 5 柏原保育所 1

家族・友人宅 4 新狭山方面 1

銀行・郵便局 4 智光山公園 1

国道16号線 3 赤坂の森 1

ドラッグストア 3 車がないといけない場所 1

飲食店 3 旅行での外出 1

図書館 3 施設への送迎時 1

ヤオコー 3 武蔵藤沢方面 1

役所関係 3 新所沢方面 1

入間市駅 2 武蔵藤沢駅 1

保育園 2 飯能方面 1

ヤマダ電機 2 昭代橋 1

さやま総合クリニック 2 合計 295

回答数 回答数

病院 20 実家 2

駅 19 川越駅 2

職場 18 上尾市方面 1

入間市方面 15 入曽方面 1

入間市駅 14 飲食店 1

自宅 13 家族の家 1

買物 9 銀行 1

県外への外出 9 栗橋町方面 1

外出時全て 7 県道8号線 1

川越市方面 7 公民館 1

所沢市方面 7 小手指方面への林道 1

飯能市方面 6 世田谷区方面 1

日高市方面 6 通院 1

稲荷山公園駅 6 鶴ヶ島市方面 1

入曽駅 4 所沢駅 1

大宮市方面 3 所沢方面 1

市外への外出時 3 図書館 1

市役所 3 富士見市方面 1

学校 3 保育園 1

埼玉医科大学医療センター 3 みなとみらい方面 1

飯能駅 3 武蔵藤沢方面 1

狭山市駅 2 郵便局 1

スーパー 2 子供の遊び場 1

道路 2 車でしか行けない場所 1

防衛医科大学校病院 2 的場駅 1

旅行への外出時 2 仏子駅 1

県道126号線 2 本川越駅 1

国道16号線 2 合計 221
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＜日常生活の困りごと＞
・市内の移動及び市外への移動ともに、２０％程度は、
困りごとがあると回答している。
・時間帯は午前中で、病院、買物、職場、駅への移動で
困っているとの回答が見られる。

＜公共交通のあり方（ニーズ）＞
・今まで以上に公費を投入して、公共交通サービスを充
実させてほしいとのニーズは少ない。
・求めている施策としては、茶の花号の再編による一部
デマンド化、路線バスなどのバスの充実、タクシー助
成券の導入などがある。



図 年齢
図 自動車の運転状況
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調査対象者 市内循環バス「茶の花号」の利用者

調査方法 車内留め置き、郵送回収（Web回答も可）

調査時期 令和5年10月2日（月）～令和5年11月6日（月）

回収数 １３９票

図 自動車での移動状況
（乗せてもらう場合も含む）

50.4%

40.3%

20.1%

19.4%

12.2%

9.4%

7.2%

4.3%

3.6%

2.2%

8.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物

通院

通勤

目的地からの帰り

地域の集まりなど

観光・レジャー

飲食

業務

家族等の送迎

通学

その他

無回答
n=139
MA=248

図 利用目的

図 利用頻度

55.4%

41.0%

12.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード

現金

その他

無回答

n=139
MA=153

図 運賃の支払い方法
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図 目的地までの利用状況
（利用の予定も含む）

図 もう片方の移動手段 図 往復で利用しない理由
図 利用しない理由が改善された場合の利用意

向



86.3%

64.9%

3.8%

3.1%

16.0%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢のため運転を控えている、

または運転免許証を返納した方

身体の不自由な方

子育て中の方

18歳未満の未成年（児童・生徒）

その他

無回答 n=131
MA=231

図 担当区域の交通弱者の実態
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調査対象者 市内の民生委員、地域包括支援センター委員

調査方法 定例会において直接配布
直接回収もしくはWeb回答により回収

回収数 ２００票

図 担当区域の交通弱者の有無

図 担当区域の交通弱者の世帯数

24.4%

20.6%

3.8%

5.3%

0.8%

1.5%

0.8%

1.5%

0.0%

3.8%

8.4%

29.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5世帯以下

6～10世帯

11～15世帯

16～20世帯

21～25世帯

26～30世帯

31～35世帯

36～40世帯

41～45世帯

46～50世帯

51世帯以上

無回答

n=131

71.5%

53.5%

40.0%

30.5%

30.0%

13.5%

8.5%

5.5%

1.5%

0.5%

1.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

車（家族や知人の送迎）

自転車

民間タクシー

路線バス

車（自分で運転）

福祉有償運送

市内循環バス「茶の花号」

ほりかねデマンドバス

バイク・原付

その他

無回答
n=200
MA=519

図 担当区域の交通弱者が多く利用す
る交通手段

図 担当区域の高齢者の移動に関する悩み

27.5%

26.5%

22.0%

20.0%

17.5%

17.5%

14.5%

13.5%

10.5%

0.0%

13.5%

5.5%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

送迎などで頼る人が近くにいない

近くで食料や日用品を買えない

タクシー料金が高い

移動先までのバス本数が少ない

バス停までの移動が大変

特に何も聞いていない

タクシーを呼びにくい

銀行・郵便局等が遠く、

預貯金の出し入れが不便

近くに病院がない

市外へのアクセスが不便

保育園や幼稚園までの

アクセスが悪い

分からない

その他

無回答

n=200

MA=424

＜移動に関する悩み＞
・送迎など頼る人が近くにいない
など移動手段が関する悩みごと
が見られる。
・また、近くで食料や日用品が買
えないなどの近距離移動に関す
る悩みごとが見られる。バス停
までの移動が大変などの悩みも
見られ、近距離移動に対する移
動手段の検討が必要となる。


